
２０２５年度 大学院Ⅱ期入試  出題の意図、解答例 

 

課  程 博士課程後期課程 コース 研究者養成コース 

科  目 英語（日本人） 問 題 問題１ 

 

 

出題の意図 

経済学の古典的名著に、触れていることを前提とした問題。 

J.S.ミルは、古典派経済学の代表の一人である。長年、イギリスの東インド会社

で働いたことのある彼が、国際貿易に関して提示した問題提起を、的確に説明で

きるかを問う。 

 

解答例 

（解答のポ

イント） 

（１） 最初の問題提起を説明する。 

（２） 
労働価値説に基づいた貿易論に対して、投げかけられた疑問を説明す

る。 

（３） 上記(2)の問いかけに対して、実際の貿易はどうであるかを説明する。 

 

  



２０２５年度 大学院Ⅱ期入試 

 

課  程 博士課程後期課程 コース 研究者養成コース 

科  目 英語（日本人） 問 題 問題２ 

 

 

出題の意図 
学術論文やその前提となる文献に用いられる英語テキストの読解力とともに、

経済学における基本的な専門用語を正しく理解しているかを問う。 

 

解答例 

（解答のポ

イント） 

出題意図に記載のポイントを踏まえた解答が求められる。 

 


